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予察手法の検討

赤潮予察技術の開発を担当する国土環境株式会社によ

り，英虞湾と浦ノ内湾（高知県）の1999～2001年の３

ヶ年のデータを用いて，環境要因からH.circularisquama

の細胞密度を予測するニューラルネットワークが構築さ

れた。これらのネットワークを用いて2002年の予測を

行ったところ，浦ノ内湾では観測値と予測値が一致して

いるとは言い難い結果となった。英虞湾では観測値と予

測値の傾向がある程度合致する結果が得られたが，赤潮

予察技術として利用するにはまだ不十分な結果であり，

さらに検討が必要である。

２．細胞分裂指数（FDC）による赤潮の短期的な消長予測

2001年及び2002年に実施した計３回の調査に共通し

て，FDCは日中に低く，夜間から朝にやや高い傾向が見ら

れた。2002年８月３～４日調査では，７～８時にFDCの

顕著なピークが見られ，最大値は0.145であった。これに

対して，2001年７月17～18日調査では最大値が0.032，

2002年８月６～７日調査では0.045と低い値を示した。

この結果は，2002年８月３～４日はH.circularisquamaが

増加過程にあり，他の２回の調査時は減少過程にあった

ことと一致しており，FDCが赤潮消長予察の指標として

利用できる可能性が示唆された。

3．底生期細胞調査

底生期細胞は，栄養細胞が高密度で発生した1999年，

2000年及び2001年に検出され，栄養細胞が低密度で推

移した2002年及び2003年には検出されなかった。栄養

細胞と底生期細胞の密度の経時変化を見ると，底生期細

胞は栄養細胞が100cells/pを越える高密度になると検

出され，栄養細胞の増加及び減少と同様に増減する傾向

が認められた。栄養細胞の増殖に先立って底生期細胞が

検出される傾向は見られなかったことから，底生期細胞

が赤潮へのシードポピュレーションとして働く可能性は

低いと考えられた。
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